
　　　　

令和6 年 12 月 1 日

月～金 9 時 15 分から 18 時 0 分まで

土 9 時 0 分から 17 時 45 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

項目 支　援　内　容

本
人
支
援

目　　標
・自立した生活習慣を身につけ、学校生活でのリズムを整えながら健康的な生活を維持できるようにします。
・自己管理能力を高め、手洗いや歯磨きなどの衛生習慣を家庭や学校で実践できるように促します。
支援内容
・食事後の片付けやトイレの使用に関する自己管理を促し、自立に向けた支援を行います。
・学校生活のリズムを整えるため、朝のルーティンや就寝時間の管理を支援します。
・健康チェックを行い、身体の状態や気持ちに気づく力を育てるようにします。
・手洗いや歯磨きの習慣を強化し、家庭でも取り組めるように指導します。

目標
・運動能力を向上させ、運動を楽しむことで積極的に参加できるようになる。
・感覚統合のスキルを向上させ、日常生活や学習における集中力と注意力を高める。
支援内容
・ボール遊びや縄跳び、チームでの運動を通じて基礎体力と運動スキルを向上させる。
・感覚の過敏さや鈍感さに対応するため、個別に調整した感覚統合プログラムを提供し、必要な場面での集中力向上を図る。
・外遊びや身体を使うアクティビティで、子どもが楽しみながら体を動かす機会を増やす。

目標
・学校での学びをサポートし、時間管理や課題達成に必要なスキルを身につける。
・自分で行動の見通しを立て、計画的に行動できるようになる。
支援内容
・宿題や基礎的な学習をサポートし、課題を自分で進められるような支援を行う。
・視覚的なツール（スケジュール表やチェックリスト）を使って、日々の活動計画を立てる練習を促進。
・学校や家庭で、次に行うことを見通せるよう、シンプルで具体的なステップでの支援を実施する。

法人（事業所）理念
・すべての子どもが個々の可能性を最大限に発揮できる社会を目指し、一人ひとりに寄り添った支援を提供します。
・子どもたちの健やかな成長と、保護者が安心して子育てできる環境づくりを支援します。地域社会とのつながりを大切にし、共に歩んでいきます。
・個々の子どもの成長や発達を尊重し、子どもたちの自立と社会参加を促進するための包括的な支援を提供します。

支援方針

・個々のニーズに応じたオーダーメイドの支援を実施し、子どもたちが自分らしく、そして自発的に成長できる環境を整えます。
・一人ひとりの発達段階や特性に合わせた支援プログラムを作成し、子どもたち自身が目標を持って取り組めるよう継続的に見直しを行い、より良い支援を提供することを目指します。
・家族や学校、地域との連携を大切にし、子どもの健全な発達と社会参加を促す支援を行います。
　また、保護者が安心して支援を受けられる環境づくりを重視し、家庭でのサポートも積極的に行えるようサポートします。
・特にSST（ソーシャルスキルトレーニング）を通じて、友達との遊びや日常生活の中で社会的スキルやコミュニケーション能力の向上を目指し、子どもたちが自信を持って自発的に集
　団生活や学校生活に取り組めるよう支援します。
・子どもたちの自立と社会性の向上を支援し、日常生活や社会参加に必要なスキルを自らの意欲で少しずつ身につけられるような取り組みを行い、自発的に行動できる力を育むことを大
　切にします。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

事業所名 トータルサポートえん 支援プログラム(放課後等デイサービス） 作成日



言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

職員の質の向上

目標: 職員が子どもの発達支援や家族支援において、常に質の高いケアやサービスを提供できるようにする。
支援内容:
・研修や勉強会の実施: 定期的に専門知識や技術向上のための研修、外部講師を招いた勉強会を行い、職員のスキルアップを図る。
・定期的な評価とフィードバック: 支援活動の質を高めるために、定期的に支援内容や職員の働きぶりを評価し、フィードバックを行う。
・評価結果を基に改善点を共有し、個々の職員の成長を促す。
・チーム内での情報共有: 支援方針や個別の子どもの進捗状況について、職員間での定期的な会議を行い、情報を共有することで、統一された支援を提供する。
・最新の支援方法やテクノロジーの導入: 発達障害支援における最新の技術や知識を積極的に導入し、職員が常に最新の方法で支援に取り組めるようにする。

家族支援

目標
・家族が安心して子どもの学校生活や将来の成長を支援できるように、家庭と事業所の連携を強化し、適切な支援を提供できる環境を整える。
支援内容
・学校生活での課題や成長に向けた家庭での支援方法を定期的に相談し、事業所での様子や進捗を共有します。
・保護者が子どもの学校生活や将来的な成長に不安を感じた時に、いつでも相談できる場を設け、個別の支援計画に基づいたアドバイスを提供します。
・学習面や生活面での自立に向けた支援を家庭と連携し、子どもの自立に向けた支援を強化します。
・必要に応じて、地域の支援サービスや情報も共有し、保護者が支援体制を整えやすい環境を提供します。

移行支援

目標
・小学校から中学校、中学校から高等学校に向けて、次のステージへのスムーズな移行を支援する。
支援内容
・中学校進学や就学後の生活に必要なスキルや習慣（学習の継続、自立した行動、チームワークなど）を少しずつ身につけるための練習を行います。
・学校との連携を強化し、子どもが安心して新しい環境に適応できるよう、必要なサポートを行います。
・保護者とも情報を共有し、合同面談などを通じて進学に向けた準備を家庭と一緒に進め、子どもの成長を支える環境を整えます。

地域支援・地域連携

目標
・地域社会との関わりを通じて、子どもの社会的自立と協調性を促進する。
支援内容
・地域のイベントや活動（お祭り、スポーツイベント、ボランティア活動など）に参加し、他の子どもや地域の大人と交流しながら、社会的スキルや自立心を育てます。
・地域の支援機関や学校との連携を深め、地域全体で子どもの成長を支える体制を整えます。
・地域のネットワークを活用し、必要な情報や支援を迅速に受けられるよう、家庭や事業所、地域の関係機関と連携しながら支援を提供します。

本
人
支
援

目標
・自己表現をスムーズに行い、他者とのコミュニケーションが円滑にできるようになる。
・友達や家族とのやり取りで協調性や相手の意見を尊重する力を育む。
支援内容
・会話の中で適切に言葉を使い、自己表現ができるようロールプレイや対話の練習を行う。
・ゲームやグループ活動を通じて、友達とのコミュニケーションや協調的なやり取りを促す。
・相手の話を聞くスキルや適切な返答をする練習を行い、実際の社会的な場面で役立てる。

目標
・グループ活動に積極的に参加し、他者と協力しながら行動できるようになる。
・社会的なルールを理解し、公共の場で適切に行動できるようになる。
支援内容
・グループでの活動やゲームを通じて、協力や助け合いの経験を積ませる。
・リーダーシップやフォロワーシップを学びながら、他者との関わり方を指導。
・挨拶や順番待ち、報告などの基本的な社会的ルールを実生活で実践できるように支援する。



主な行事等

季節のイベント: 子どもたちが季節の変化を感じることができる行事
春：お花見、春の遠足など
夏：七夕祭り、夏祭り、バーベキュー
秋：ハロウィンパーティー、芋掘り、秋の遠足
冬：クリスマス会、お正月遊び
誕生日会:子どもたちの誕生日をお祝いする会。誕生日の子どもを主役にしてみんなでお祝いし、特別感を味わえる機会を提供。
工作や絵画など、日常の活動で学んだことや作ったものを展示する。
保護者参観・懇談会: 保護者とのコミュニケーションを深める機会。
地域交流イベント: 地域とのつながりを意識したイベント。地域のお祭りへの参加、地域清掃活動などを通じて、地域社会との交流を図る。
卒業・進級式: 年度末に行う重要な節目の行事。卒園児や進級する子どもたちを祝う会を行い、成長をみんなで祝福。


